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印があるものは内容を掲載しています。

３月４日から 18 日まで

の会期で開催され、平成

22 年度予算案を中心に、

多岐にわたり質疑が行わ

れました。

平成22年

第１回定例会

国民健康保険 57億5,477万1千円
老人保健 50万7千円
農業集落排水事業 4億2,290万9千円
公共下水道事業 9億1,137万円　　
介護保険 32億3,556万7千円
介護サービス事業 716万4千円
後期高齢者医療 3億5,644万3千円

計 106億8,873万1千円

特別会計

水道事業会計 14億5,337万5千円

企業会計

可
決

適
任

可
決

可
決

可
決

可
決

平
成
二
十
二
年
度
桜
川
市
予
算

・
一
般
会
計

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
老
人
保
健
特
別
会
計

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
介
護
保
険
特
別
会
計

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
水
道
事
業
会
計

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
鈴
木
あ
い
子
氏
　
木
植

桜
川
市
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域

に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化

に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
準
則
を
定
め
る
法
律

▼
工
場
敷
地
面
積
に
対
す
る
緑
地
面
積
割
合
な
ど

の
準
則
を
定
め
る
も
の
で
す
。

桜
川
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
て
、
勤
務
時
間
を
平
成

二
十
二
年
四
月
か
ら
十
五
分
短
縮
し
て
、
八
時

三
十
分
か
ら
十
七
時
十
五
分
と
す
る
も
の
で
す
。

桜
川
市
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
あ
っ
せ

ん
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
振
興
金
融
に
つ
い
て
は
、
過
去
三
年
で
二
件
と

非
常
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、
市
の
審
査
会
よ
り

商
工
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
金
融
審
査
会
に
委

託
す
る
も
の
で
す
。

桜
川
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
民
生
委
員
推
薦
会
委
員
の
項
に
地
域
福
祉
計
画
策

定
委
員
会
委
員
、
日
当
三
、
〇
〇
〇
円
を
加
え
、

振
興
金
融
審
査
会
委
員
の
項
を
削
る
も
の
で
す
。

桜
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

桜
川
市
体
育
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

桜
川
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
こ
れ
ま
で
は
医
療
福
祉
費
支
給
対
象
が
ど
ち
ら

か
の
親
が
い
る
家
庭
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
両
親
の
い
な
い
子
を
養
育
し
て
い
る
家
庭

に
お
い
て
も
対
象
と
な
る
改
正
等
で
す
。

桜
川
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

桜
川
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
度
桜
川
市
補
正
予
算

・
一
般
会
計
︵
第
四
号
︶

平
成
二
十
一
年
度
桜
川
市
補
正
予
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
︵
第
三
号
︶

・
老
人
保
健
特
別
会
計
︵
第
二
号
︶

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
︵
第
一
号
︶

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
︵
第
一
号
︶

・
介
護
保
険
特
別
会
計
︵
第
三
号
︶

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
︵
第
一
号
︶

・
水
道
事
業
会
計
︵
第
二
号
︶

市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

控
訴
の
提
起
に
つ
い
て

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
実
現
を
求
め
る

意
見
書

桜
川
市
議
会
議
員
定
数
を
定
め
る
条
例

﹁
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
民
法
の
一

部
改
正
﹂
に
反
対
を
求
め
る
意
見
書

平
成
二
十
一
年
度
桜
川
市
補
正
予
算

・
一
般
会
計
︵
第
五
号
︶

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

否
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

　平成 22 年度一般会計予

算は、総額165億5,000万

円で前年度予算対比 1.5％

の減、特別会計予算総額は

106億8,873万1,000円で

前年度予算対比 1.7％の増

となっています。

　また水道事業会計は、

14 億 5,337 万 5,000 円で

前年度予算対比 9.5％の減

となっています。

　平成 22 年度の一般会計

予算、特別会計予算、水道

事業会計予算の総額は、

286 億 9,210 万 6,000 円

で、前年度対比 0.8％の減

となっています。
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